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「
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に

関
す
る
日
本
銀
行
の
取
り
組
み

方
針
」
の
公
表
に
つ
い
て

▼
日
本
銀
行
で
は
、
二
〇
二
〇
年

十
月
、
個
人
や
企
業
を
含
む
幅
広

い
主
体
の
利
用
を
想
定
し
た
「
一

般
利
用
型
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通

貨
」
に
つ
い
て
、
日
本
銀
行
の
取

り
組
み
方
針
を
公
表
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
日
本
銀
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

金
融
高
度
化
セ
ミ
ナ
ー
　 

「
金
融
機
関
の
経
営
改
革
」
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

▼
金
融
機
構
局
金
融
高
度
化
セ
ン

タ
ー
で
は
、
八
月
以
降
、
三
回
に
分

け
て
、
標
記
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

▼
金
融
機
関
を
取
り
巻
く
内
外
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
持
続
可

能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
再
構
築
に

向
け
て
金
融
機
関
の
経
営
は
「
改
革

の
時
代
」
を
迎
え
て
い
ま
す
。
当

セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
金
融
機

関
の
経
営
改
革
の
取
り
組
み
を
支

援
・
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
幅

広
い
テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
最

近
、
関
心
を
集
め
て
い
る
テ
ー
マ
と

し
て
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
／
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
（
注

１
、２
）、
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、

業
務
改
革
・
働
き
方
改
革
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
取
り
上
げ
、
各
テ
ー
マ
に
お

け
る
改
革
の
現
状
と
今
後
の
課
題
を

整
理
し
て
説
明
し
ま
し
た
。

▼
最
近
の
非
対
面
・
非
接
触
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
て
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

は
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
ま
し

た
。
多
く
の
金
融
機
関
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
質
疑
応
答
な
ど

を
通
じ
て
闊か

っ
た
つ達

な
意
見
交
換
と
な
り

ま
し
た
。 

▼
以
上
の
セ
ミ
ナ
ー
の
講
演
資
料

は
、
日
本
銀
行
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

「
決
済
の
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム 

デ
ジ
タ
ル
通
貨
分
科
会
：
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
の
デ
ジ
タ
ル
決
済
」

を
開
催
（
七
月
）

▼
決
済
機
構
局
で
は
、
七
月
三
十
日

に
標
記
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
決
済
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
金
融
機

関
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
業
界
団
体
、

官
庁
な
ど
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
そ
の
模
様

は
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

▼
開
会
挨
拶
で
、内
田
眞
一
理
事
は
、

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
個
人
や

事
業
者
の
行
動
を
変
容
さ
せ
、
決
済

手
段
の
選
択
や
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
側
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た

の
か
、
②
経
済
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

む
中
で
、
決
済
サ
ー
ビ
ス
に
は
ど
の
よ

う
な
機
能
が
求
め
ら
れ
、こ
れ
を
現
在

や
未
来
の
技
術
で
ど
う
実
現
し
て
い

く
の
か
、と
い
う
論
点
を
提
示
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

や
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

▼
論
点
①
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
や
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
か
か
る
ポ

イ
ン
ト
還
元
政
策
を
受
け
た
消
費
者

の
行
動
変
化
（
非
接
触
決
済
や
オ
ン

ラ
イ
ン
取
引
の
利
用
伸
長
な
ど
）
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
感
染
症
の
収

束
後
も
こ
う
し
た
傾
向
が
続
く
と
い

う
見
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

日
常
生
活
が
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
く

も
と
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
で

個
人
の
識
別
や
認
証
が
重
要
に
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
権
限
譲
渡
（
例
え

ば
、
家
族
が
注
文
し
た
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
の
品
物
を
自
分
が
受
け
取
る
場
合

な
ど
）
を
安
全
に
実
現
す
る
仕
組
み

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

（
注�

１
）
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）：
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
、
貧
困
や
気

候
変
動
な
ど
の
諸
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
国
際
連
合
が
主
導
す
る
活
動
。

（
注�

２
）
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
：
企
業
分
析
・
評
価

を
行
う
上
で
長
期
的
な
視
点
を
重
視

し
、
環
境
、
社
会
、
企
業
統
治
の
情
報

を
考
慮
し
た
投
融
資
行
動
を
と
る
こ
と

を
求
め
る
取
り
組
み
。

オンラインセミナー配信中の模様
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金
（
国
際
送
金
）
の
改
善
に
向
け
た

国
際
的
な
議
論
や
、②
前
回
（
五
月
）

の
分
科
会
に
続
き
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー

送
金
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

▼
①
で
は
、
参
加
者
か
ら
、
ク
ロ
ス

ボ
ー
ダ
ー
送
金
の
改
善
は
グ
ロ
ー
バ

ル
で
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
た
め
、
優
先
順
位
や
目
標
を
明
確

に
す
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
改
善
に
取
り
組
む
際
、

各
国
の
事
情
に
配
慮
す
る
柔
軟
性
が

必
要
と
の
見
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
だ
け
で
な

く
、
既
存
の
取
り
組
み
や
イ
ン
フ
ラ

の
活
用
・
向
上
、
と
り
わ
け
、
送
金

の
際
に
利
用
さ
れ
る
デ
ー
タ
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
標
準
化
な
ど
が
有
用
で
あ

る
と
の
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
②
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
共
通
な

課
題
で
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
対
策

な
ど
（
注
）
の
ほ
か
、
日
本
固
有
の

課
題
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｌ

／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
対
策
な
ど
に
関
し
て
は
、

参
加
者
が
顧
客
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な

ど
を
行
う
中
で
直
面
し
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
紹
介
さ
れ
、
業
界
横

断
的
な
取
り
組
み
が
そ
の
改
善
に
つ

な
が
り
う
る
こ
と
に
期
待
す
る
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
日
本
固
有
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
決
済
シ
ス
テ
ム

構
成
、
気
質
・
事
務
カ
ル
チ
ャ
ー
と

い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

「
決
済
の
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
示

さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
議
論
を
深
め

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
日
本
の

コ
ス
ト
構
造
の
詳
細
を
分
析
す
る
必

要
性
が
指
摘
さ
れ
た
ほ
か
、
ク
ラ
ウ

ド
な
ど
の
新
た
な
技
術
の
活
用
可
能

性
や
、
事
務
プ
ロ
セ
ス
の
自
動
化
に

期
待
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
策

と
そ
の
論
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
関

係
者
と
の
継
続
的
な
議
論
の
必
要
性

が
改
め
て
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

▼
決
済
の
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
分
科

会
の
議
事
要
旨
な
ど
は
、
日
本
銀
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

貨
幣
博
物
館 

お
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

更
新
中
！

▼
ご
自
宅
で
も

貨
幣
博
物
館
を

楽
し
め
る
コ
ン

テ
ン
ツ
を
ま
と

め
て
ご
紹
介
す

る
サ
イ
ト
「
お

う
ち
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
を
貨
幣

博
物
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
六
月

に
新
設
し
ま
し

た
。

▼
「
お
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
は
、

貨
幣
博
物
館
の
展
示
資
料
を
デ
ジ
タ

ル
ブ
ッ
ク
『
貨
幣
博
物
館
常
設
展
示

図
録
』
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
、
音
声

ガ
イ
ド
に
よ
る
解
説
へ
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
う
ち
で
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
ご
家
族
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る

ク
イ
ズ
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
も
随
時
更

（
注�

）
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び
テ
ロ

資
金
供
与
対
策
な
ど
を
指
す
。

▼
論
点
②
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
電

子
マ
ネ
ー
が
「
誰
で
も
、い
つ
で
も
、

何
処
で
も
、
安
全
確
実
に
利
用
で
き

る
こ
と
」
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て

き
た
か
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
上
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、
取

引
情
報
の
処
理
速
度
、
認
証
な
ど
の

技
術
的
論
点
に
つ
い
て
、
活
発
な
議

論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ジ

タ
ル
通
貨
に
は
、
例
え
ば
、
商
流
情

報
の
埋
め
込
み
に
よ
る
経
理
・
決
済

業
務
の
自
動
化
・
合
理
化
な
ど
、
デ

ジ
タ
ル
に
よ
る
社
会
の
変
革
を
推
し

進
め
る
潜
在
力
が
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
デ
ジ
タ

ル
通
貨
を
巡
る
議
論
に
お
い
て
は
、

決
済
を
超
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
全
体
の
デ

ジ
タ
ル
化
と
い
う
視
座
が
重
要
で
あ

る
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

 「
決
済
の
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
分
科
会

（
第
二
回
）」
を
開
催
（
九
月
）

▼
決
済
機
構
局
で
は
、
九
月
八
日
に

標
記
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
会
合
で
は
、
①
Ｇ　

の
優
先
取
組

課
題
と
さ
れ
た
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送

20
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■早いものでもう年末になりました。今年は新型コロ
ナウイルスの感染が世界各地で拡大し、いまだにその
影響が続いています。人々の行動様式は否応なく変容
し、私たちを取り巻く環境はデジタル化が更に加速し
ています。社会のパラダイムが変わろうとしています。
先行きが見通し難い時代はストレスフルですが、新し
い動きや力を生み出すチャンスでもあります。気軽に
アイデアを形にしてみましょう。
　地域の底力でご紹介した丹波篠山市は、田園風景が
広がり心が癒やされそうです。そう言えば私自身、満
天の星を見たのはもう何十年も前のことです。宇宙を
２度経験され日本科学未来館で地球課題の解決に取り
組んでおられる毛利衛氏や、日本の外交の第一線で長
く活躍された齋木尚子氏のお話は、激変する不確実な
時代に私たちがどう生きるか示唆を与えてくれるかも
知れません。
　テレビ会議やオンラインイベントが日常的になりま
したが、人は独りでは生きられません。人が人とのつ
ながりの中でこそ生きられる存在であることに改めて
気づかされます。来る 2021 年が皆様にとって良い年
になりますように。 （林）

で
、
ご
家
族
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

▼
皆
様
の
ア
ク
セ
ス
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
貨
幣
博
物
館
は
展
示
内
容

な
ど
を
限
定
の
上
、
六
月
よ
り
開
館

し
て
い
ま
す
。
東
京
駅
や
日
本
橋
に

お
出
か
け
の
際
に
お

立
ち
寄
り
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

︻
入
館
料
︼
無
料

︻
休
館
日
︼
月
曜
日
（
た
だ
し
祝
休

新
中
で
す
。

︻
主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
︼

・
お
金
に
ま
つ
わ
る
こ
と
わ
ざ

・
漢
字
の
ク
イ
ズ

・
貨
幣
博
物
館
所
蔵
の
錦
絵
の
塗
り
絵

・
古
文
書
の
読
み
方

・
貨
幣
博
物
館
の
お
し
ご
と
紹
介

▼
こ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
貨
幣
博
物

館
の
子
ど
も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

と
し
て
開
催
し
て
い
た
昔
の
お
金
の

形
を
写
し
と
る
「
拓
本
」
の
作
り
方

を
動
画
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
の

日
は
開
館
）、
年
末
年
始
（
十
二

月
二
十
九
日
～
一
月
四
日
）

︻
開
館
時
間
︼
午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
四
時
三
十
分
（
入
館
は
午

後
四
時
ま
で
）

※
最
新
の
情
報
は
貨
幣
博
物
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
所
在
地
︼
東
京
都
中
央
区
日
本
橋

本
石
町
一
︱
三
︱
一

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

金
融
研
究
所
貨
幣
博
物
館

〇
三
︱
三
二
七
七
︱
三
〇
三
七

お金にまつわること
わざワークシート�
猫に小判など


